
問

市
長
の
選
挙
公
約
で

あ
る
市
長
給
料
の
３
割
カ

ッ
ト
は
懲
戒
的
行
為
で
あ

り
、
前
市
長
が
実
施
し
た

市
文
化
会
館
建
設
に
つ
い

て
「
行
政
責
任
」
が
あ
る

と
判
断
し
た
、
と
理
解
し

て
よ
い
か
。

市
長

給
料
の
３
割
カ
ッ

ト
は
市
民
に
混
乱
と
市
政

の
停
滞
を
招
い
た
「
行
政

責
任
」
を
明
確
化
す
る
た

め
の
も
の
だ
。

住
民
監
査
請
求
で
の
監

査
報
告
で
は
、
違
法
性
や

不
当
性
は
な
か
っ
た
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。

問

組
織
の
ト
ッ
プ
の
交

代
で
一
件
落
着
で
は
、
問

題
の
本
質
に
手
が
付
け
ら

れ
ず
、
再
び
同
じ
事
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
に
も
な

り
が
ち
だ
。

行
政
責
任
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、
出
発
点
か
ら

検
証
し
、
ど
こ
で
、
な
ぜ

間
違
っ
た
判
断
が
あ
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

私
ど
も
が
提
案
し
て
い

る
百
条
委
員
会
の
徹
底
調

査
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、

市
長
と
し
て
も
、
第
３
者

に
よ
る
客
観
的
な
調
査
を

行
う
必
要
は
な
い
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
の
経
過

や
責
任
の
所
在
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
議
論
を
見
守

り
つ
つ
そ
の
判
断
も
踏
ま

え
、
一
連
の
経
緯
の
検
証

な
ど
必
要
性
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問

新
し
い
市
長
の
下
で

新
し
い
監
査
委
員
が
完
成

後
の
監
査
を
実
施
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

引
き
渡
し
を
受
け

る
際
に
市
の
検
査
は
行
っ

て
い
る
。
監
査
が
必
要
か

ど
う
か
難
し
い
判
断
だ
。

問

今
年
の
天
候
は
雨
が

多
く
、
水
稲
の
作
柄
は
作

況
指
数
だ
け
で
は
判
断
で

き
な
い
。
実
態
の
把
握
は

ど
う
か
。

市
長

Ｊ
Ａ
か
ら
の
聞
き

取
り
で
は
、
は
え
ぬ
き
で

半
俵
、
そ
の
他
品
種
で
１

俵
、
直
播
栽
培
で
は
１
俵

半
の
減
少
に
な
る
見
込
み

で
、
共
同
乾
燥
施
設
で
は

作
況
指
数
が

だ
っ
た
平

97

成

年
に
類
似
し
て
い
る

23
と
の
こ
と
だ
。

問

今
年
産
の
米
価
は
上

昇
基
調
に
あ
り
、
宮
城
県

の
農
協
で
は
ひ
と
め
ぼ
れ

の
概
算
金
１
万
２
６
０
０

円
に
９
月
で
一
律
５
０
０

円
の
追
加
払
い
、
秋
田
県

も
あ
き
た
こ
ま
ち
１
万
２

３
０
０
円
に
一
律
千
円
の

追
加
払
い
を

月
中
に
行

10

っ
た
。

山
形
県
の
農
協
は
、
は

え
ぬ
き
の
概
算
金
１
万
２

０
０
０
円
の
ま
ま
、
年
内

の
追
加
払
い
が
決
断
で
き

な
い
で
い
る
が
ど
う
か
。

市
長

全
農
山
形
と
管
内

２
Ｊ
Ａ
で
は
、
生
産
者
の

所
得
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

追
加
払
い
の
検
討
を
進
め

て
お
り
、
例
年
よ
り
早
い

時
期
の
支
払
と
聞
い
て
い

る
。

問

『
官
邸
の
意
向
』
を

後
ろ
盾
に
一
方
的
に
農
政

・
農
協
改
革
を
進
め
、
現

場
の
声
は
排
除
か
軽
視
さ

れ
る
「
官
邸
農
政
」
と
言

わ
れ
る
現
在
の
状
況
を
、

農
水
省
に
在
籍
し
て
い
た

市
長
は
ど
う
み
る
か
。

市
長

農
政
の
プ
ロ
セ
ス

を
詳
細
に
把
握
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
農
業

者
や
農
業
団
体
と
の
対
話

や
協
議
を
深
め
、
現
場
に

沿
っ
た
施
策
を
展
開
し
て

い
く
の
が
農
政
の
基
本
だ

と
考
え
て
い
る
。

NO.２０７３
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皆
川
治
市
長
就
任
後
初
の
定
例
議
会
と
な
っ
た
鶴
岡

市
議
会

月
議
会
が
５
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

12

総
括
質
問
で
日
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①

市
長
給
料
の
３
割
カ
ッ
ト
と
市
文
化
会
館
建
設
の
行
政

責
任
、
②
田
川
地
区
高
校
再
編
と
中
高
一
貫
校
、
③
水

稲
の
作
柄
状
況
と
米
価
、
官
邸
農
政
、
④
指
定
管
理
、

⑤
小
学
校
道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
交
代
で
一
件
落
着
で
は
な
い

問

中
高
一
貫
校
に
つ
い

て
、
「
鶴
岡
市
が
重
要
要

望
事
業
と
し
て
要
望
し
て

き
た
経
緯
が
あ
る
」
と
言

う
が
、
市
民
へ
の
情
報
提

供
も
議
論
も
な
く
、
市
側

の
一
方
的
な
判
断
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

市
長

市
で
は
平
成

年
26

３
月
議
会
で
教
育
長
が
中

高
一
貫
教
育
校
を
前
向
き

に
検
討
す
る
と
答
弁
し
、

同
年
５
月
に
、
英
語
力
の

強
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
、
「
平
成

年
27

度
鶴
岡
市
重
要
事
業
」
の

中
に
取
り
上
げ
、
継
続
し

て
県
に
要
望
し
て
き
た
。

問

成
果
を
踏
ま
え
る
と

し
た
県
内
初
の
併
設
型
中

高
一
貫
校
・
東
桜
学
館
に

中
高
一
貫
校
、
市
側
の
一
方
的
判
断
で
は

つ
い
て
の
効
果
検
証
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長

開
校
し
て
２
年
に

も
満
た
ず
客
観
的
に
評
価

で
き
る
材
料
は
多
く
な
い

が
、
探
究
型
に
意
欲
的
に

取
り
組
む
生
徒
の
態
度
は

高
く
評
価
す
る
声
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

問

指
摘
す
る
最
大
の
問

題
は
、
田
川
地
区
に
お
け

る
進
学
校
を
中
高
一
貫
校

に
す
る
こ
と
か
ら
、
県
立

中
学
に
進
む

人
の
児
童

80

の
選
別
が
小
学
校
段
階
で

行
わ
れ
、
小
学
生
の
受
験

競
争
、
家
庭
の
経
済
力
に

よ
る
教
育
格
差
の
拡
大
、

中
学
校
間
の
学
力
格
差
な

ど
大
き
な
問
題
が
生
じ
る

こ
と
だ
。

市
長

県
で
は
小
学
校
か

ら
の
入
学
者
の
決
定
で

は
、
受
験
競
争
の
低
年
齢

化
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

問

山
添
高
校
の
廃
止
、

３
次
計
画
に
お
け
る
加
茂

水
産
高
と
庄
内
農
業
高
の

学
校
運
営
「
校
舎
制
」
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
長

本
市
産
業
の
基
盤

と
な
る
人
材
育
成
の
場
と

し
て
、
実
践
的
な
知
識
や

技
術
習
得
の
場
と
し
て
、

大
変
重
要
な
高
校
だ
。

し
か
し
、
生
徒
数
の
減

少
で
小
規
模
化
し
た
場

合
、
教
員
数
も
減
少
し
学

習
内
容
の
維
持
が
難
し
く

な
る
。

県
に
対
し
、
丁
寧
に
説

明
し
地
域
の
意
見
を
聞
き

取
り
３
次
計
画
に
反
映
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

水
稲
作
柄
の
実
態
は
、
追
加
払
い
は

指
定
管
理
、
委
託
料
不
足
で
自
己
資
金
投
入
も

問

指
定
管
理
の
目
的

は
、
民
間
活
力
の
活
用
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
に
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）



鶴
岡
市
議
会

月
定
例

12

会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は

３
件
で
す
。

①
所
得
税
法
第

条
の

56

廃
止
の
た
め
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願
（
鶴
岡

民
商
婦
人
部
）

②
特
急
い
な
ほ
号
、
上

越
新
幹
線
に
関
す
る
請
願

（
森
村
真
人
）

③
教
職
員
定
数
の
改
善

を
求
め
る
請
願
（
県
教
組

田
川
地
区
支
部
）

党
市
議
団
は
①
の
紹
介

議
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
９
条
改
憲
反
対
」
な
ど

意
見
書
４
件
提
案

議
員
発
議
の
意
見
書
は

４
件
で
す
。

①
核
兵
器
禁
止
条
約
に

速
や
か
に
署
名
し
批
准
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

②
憲
法
９
条
の
改
憲
反

対
す
る
意
見
書

③
医
療
診
療
、
介
護
、

障
害
者
福
祉
の
報
酬
引
き

上
げ
を
求
め
る
意
見
書

④
湯
野
浜
海
水
浴
場
の

ト
イ
レ
整
備
に
関
す
る
意

見
書４

意
見
書
と
も
党
市
議

団
が
提
出
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。

文
化
会
館
問
題
で
４
項

目
の
調
査
求
め
る

党
市
議
団
は
草
島
進
一

議
員
と
共
同
で

月
市
議

12

会
に
「
鶴
岡
市
文
化
会
館

の
調
査
に
関
す
る
決
議

案
」
（
百
条
委
員
会
の
設

置
）
を
提
出
し
ま
し
た
。

百
条
委
員
会
は
国
会
の

国
政
調
査
権
に
相
当
す
る

も
の
で
、
議
会
が
特
定
の

事
件
を
指
定
し
調
査
権
を

行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

調
査
事
項
は
４
項
目

で
、①

新
文
化
会
館
の
建
設

費
用
倍
増
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
第
２
条

項
、

14

地
方
財
政
法
第
４
条
１
項

の
最
小
最
大
原
則
違
反
の

疑
い
。

②
５
億
円
も
の
設
計
契

約
変
更
に
つ
い
て
市
条
例

違
反
の
疑
い
。

③
音
漏
れ
、
雨
漏
り
の

原
因
と
な
る
設
計
、
施
工

管
理
に
つ
い
て
。

④
音
漏
れ
を
非
公
開
に

し
て
い
た
前
市
長
の
疑
惑

に
つ
い
て
。

議
員
提
出
の
議
案
と
意

見
書
は
、
議
会
申
し
合
わ

せ
事
項
に
よ
り
事
前
に
会

派
の
調
整
（

日
）
が
行

18

わ
れ
、
上
程
は
議
会
最
終

日
の

日
の
予
定
と
な
り

22

ま
す
。

荘内病院入札結果（ ）内は予定価格
11月24日入札分

・市立荘内病院８階東入院棟ベッドパンウォッシャー設置工事（入札7業者）
(株)板垣水道 3,100,000円（3,520,000円）工期～30/3/16（落札率88.07％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月30日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設102号新設工事(その３)（羽黒町後田ほか地
内）（入札1業者）
(株)山田工務店 20,200,000円（20,274,000円）工期～30/3/23（落札率99.64％）
・市特定環境保全公共下水道事業汚水5065～5084－2号路面復旧工事（堅苔沢地内）（入
札6業者）
(株)佐藤渡辺 鶴岡営業所 13,200,000円（13,630,000円）工期～30/3/26（落札率96.85％）

11月29日入札分
・市公共下水道事業 汚水4064～4066号新設工事（加茂地内）（入札3業者）
(株)山本組 28,000,000円（28,493,000円）工期～30/3/26（落札率98.27％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月29日入札分

・海老島町地内径100粍配水管移設工事（海老島町地内）（入札3業者）
(株)板垣水道 5,260,000円（5,380,000円）工期～30/3/23（落札率97.77％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

質
の
向
上
の
面
で
は
、

専
門
性
を
有
す
る
施
設
管

理
を
経
験
す
る
市
職
員
が

い
な
け
れ
ば
評
価
は
難
し

く
な
り
、
コ
ス
ト
削
減
で

は
人
件
費
の
適
正
化
に
つ

い
て
委
託
料
の
水
準
が
問

わ
れ
る
。

現
に
委
託
料
が
不
十
分

な
た
め
、
自
己
資
金
を
取

り
崩
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
団
体
も
あ
る
。

官
民
の
賃
金
差
が
拡
大

す
れ
ば
、
市
民
の
所
得
水

準
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
地

域
経
済
を
貧
し
く
さ
せ

る
。

市
長

本
市
で
は
１
３
５

の
施
設
を
指
定
管
理
に
し

て
い
る
。

コ
ス
ト
削
減
が
地
域
経

済
の
停
滞
に
つ
な
が
る
懸

念
に
も
留
意
し
つ
つ
、
指

定
管
理
者
と
十
分
な
連
携

と
協
議
を
お
こ
な
い
、
サ

ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供
さ

れ
良
好
な
施
設
運
営
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

こ
れ
ま
で
も
道
徳
教

育
自
体
は
あ
っ
た
が
、
今

回
の
学
習
指
導
要
領
の
改

定
で
、
道
徳
は
検
定
教
科

書
を
使
っ
て
特
別
の
教
科

と
し
て
教
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

学
習
指
導
要
領
で
は
徳

目
を
４
つ
の
領
域
に
分
け

て
示
し
、
徳
目
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
絶
対
的
な
価
値
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

教
科
で
は
道
徳

の
答
え
を
一
つ
の
も
の
と

し
て
価
値
を
押
し
つ
け
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
が

自
分
の
心
と
向
き
合
っ
て

考
え
、
子
ど
も
同
士
で
議

論
す
る
授
業
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

道
徳
教
科
化
で
徳
目
が
絶
対
的
価
値
に
な
る
恐
れ

日本共産党大山支部・後援会は３日、「安倍９条改憲Ｎ

Ｏ！３０００万人署名行動」を生協大山センター前で行

い、約１時の行動で５８筆の署名が寄せられました。菅

井巌市議も参加しました。

運
動
の
強
化
」
「
県
内
で

は
市
民
と
野
党
の
共
闘
候

補
者
が
当
選
し
、
吉
村
県

知
事
に
も
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
を
訴
え
る
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
女

性
の
運
動
が
ひ
ろ
ま
っ

た
」
「
憲
法
を
力
に
要
求

実
現
運
動
を
さ
ら
に
広

げ
、
若
い
世
代
へ
平
和
の

バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
拡
大

に
努
め
る
」
な
ど
と
す
る

決
議
が
全
員
の
拍
手
に
よ

っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
坂
本
昌
栄
市

議
は
「
女
性
本
来
の
力
強

さ
を
感
じ
今
後
の
活
動
へ

の
活
力
と
な
っ
た
」
と
感

想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

新
日
本
婦
人
の
会
山
形

県
本
部
の
第

回
大
会
が

29

３
日
、
山
形
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

「
民
意
と
離
れ
た
衆
院

線
の
結
果
を
受
け
、
憲
法

９
条
の
改
悪
を
許
さ
な
い


